








































































































め，講師及び准教授については全数調査とし，教授については抽出率 2分の 1の標本調査とした。 
有効回答者数は 831名（専門分野については，社会科学系 429名，理・工学系 311名，その他 88
名，職階については，教授 402名，准教授 324名，講師 100名，その他 3名）であり，配布数を母
数とした回答率は 29.1％である。本稿では，近年の状況を極力把握したいと考え，分析対象を若手
教員（本稿では，40代前半までの教員と定義）に限定する。そのサンプル数は 290名（専門分野に
ついては，社会科学系 165名，理・工学系 95 その他 30名，職階については， 32 准教
授 174名，講師 83名，その他 1名）である。 
 




















純粋な公募だった 48.4% 52.6% 43.5%
形式上は純粋な公募だったが採用の見込みがあった 15.5% 13.3% 19.6%
純粋な公募でなかった 36.1% 34.1% 37.0%  




































平均値 13.9 17.8 8.8 *
中央値 4.0 6.0 3.0
最小値 0.0 0.0 0.0
最大値 300.0 300.0 86.0
標準偏差 27.1 33.8 14.4  
 
ただし，こうした結果は，就職に至った人事が純粋な公募だったかどうかによって大きく左右さ





平均値 21.2 25.2 15.5
中央値 10.0 10.0 10.0
最小値 1.0 1.0 1.0
最大値 300.0 300.0 86.0
標準偏差 34.8 42.3 18.3
平均値 5.5 7.3 2.7
中央値 2.0 2.0 1.0
最小値 0.0 1.0 0.0
最大値 30.0 30.0 15.0
標準偏差 8.5 10.1 3.9
平均値 7.6 10.5 4.3
中央値 2.0 3.0 1.0
最小値 0.0 0.0 0.0
最大値 100.0 100.0 50.0








(2) 大学教員として就職する でにどのくらいの大学・短大にエントリーしていたのか 
 次に，ボーダーフリー大学教員は大学教員として就職するまでにどのくらいの大学・短大にエン
トリーしていたのか という点についてみていこう。表 2は「講師以上 職位で採用されるまでに，
どのく いの数，エントリーしましたか」とたずね，適当な数の記入を求めた結果を示したもので
ある。 









平均値 13.9 17.8 8.8 *
中央値 4.0 6.0 3.0
最小値 0.0 0.0 0.0
最大値 300.0 300.0 86.0
標準偏差 27.1 33.8 14.4  
 
ただし，こうした結果は，就職に至った人事が純粋な公募だったかどうかによって大きく左右さ





平均値 21.2 25.2 15.5
中央 10.0 10.0 10.0
最小 1.0 1.0 1.0
大 300.0 300.0 86.0
標準偏差 34.8 42.3 18.3
平均値 5.5 7.3 2.7
中央 2.0 2.0 1.0
最小 0.0 1.0 0.0
大 30.0 30.0 15.0
標準偏差 8.5 10.1 3.9
平均値 7.6 10.5 4.3
中央値 2.0 3.0 1.0
最小値 0.0 0.0 0.0
最大値 100.0 100.0 50.0























































2割を超えている 20.1 ・工学系では前者の値が 8 （80.6％），




0本 14.4% 20.1% 5.4%
1本 11.7% 19.4% 1.1%
2本 14.4% 18.0% 10.8%
3本以上 57.6% 41.0% 80.6%










































0本 10.7% 16.9% 0.0%
1本 9.0% 15.5% 0.0%
2本 15.6% 19.7% 10.0%
3本以上 61.5% 45.1% 87.5%
おぼえていない 3.3% 2.8% 2.5%
0本 12.8% 22.2% 5.6%
1本 17.9% 38.9% 0.0%
2本 10.3% 5.6% 16.7%
3本以上 59.0% 33.3% 77.8%
おぼえていない 0.0% 0.0% 0.0%
0本 20.2% 24.4% 11.8%
1本 12.4% 17.8% 2.9%
2本 14.6% 20.0% 8.8%
3本以上 51.7% 37.8% 73.5%













































































5年以内 35.7% 61.5% 64.9%
6～10年 39.3% 26.9% 21.1%
11年以上 25.0% 11.5% 14.0%
実務家教員 3.6% 1.9% 7.0%















































　ない 39.3% 13.7% 8.9%
　3回以内 35.7% 54.9% 46.4%
　4～6回 14.3% 23.5% 26.8%
　7回以上 10.7% 7.8% 17.9%
　ない 17.9% 9.8% 12.7%
　3本以内 39.3% 49.0% 38.2%
　4～6本 39.3% 37.3% 27.3%
　7本以上 3.6% 3.9% 21.8%
　ない 60.7% 42.3% 30.9%
　1本 21.4% 38.5% 32.7%
　2本 14.3% 15.4% 12.7%
　3本以上 3.6% 3.8% 23.6%
　ない 77.8% 65.4% 53.6%







































































FD活動で学んだことをできるだけ授業に還元している。 39.3% 53.8% 49.1%
自身の研究活動の成果をできるだけ授業に還元している。 60.7% 69.2% 68.4%
提出物にはコメントを付して返却するようにしている。 60.7% 48.1% 36.8%














































































































修士1年次 0.4% 0.7% 0.0%
修士2年次 3.1% 1.4% 4.3%
博士1年次 1.1% 0.0% 2.2%
博士2年次 2.7% 2.8% 3.2%
博士3年次 20.3% 21.1% 22.6%
オーバードクター（　　　）年目 23.4% 27.5% 18.3%
ポスドクの時 21.1% 23.2% 18.3%
高等教育機関以外の職に在職中 16.1% 14.8% 18.3%
その他 11.9% 8.5% 12.9%  
表１０．高等教育機関に常勤職として初めて就職した際の職位 
全体 社会科学系 理・工学系
教授（現在の所属大学） 0.0% 0.0% 0.0%
准教授（現在の所属大学） 7.5% 7.8% 7.9%
講師（現在の所属大学） 37.3% 48.4% 20.2%
教授（現在の所属大学以外） 0.0% 0.0% 0.0%
准教授（現在の所属大学以外） 0.4% 0.8% 0.0%
講師（現在の所属大学以外） 11.6% 12.5% 9.0%
助教 26.1% 17.2% 43.8%




9) カイ二乗検定による。以下，表 2・3を除き同様。なお，表 2・3は平均値の差の検定による。 
10) 各サンプル数は，「純粋な公募だった」が 122 名（うち社会科学系 71 名，理・工学系 40 名），
「形式上は純粋な公募だったが採用の見込みがあった」が 39名（うち社会科学系 18名，理・





















1 0.4 0.7 0.0
修 2 3.1 1.4 4.3
1 1.1 0.0 2.2
2 2.7 2.8 3.2
博士3年次 20.3 21.1 22.6
オーバードクター（　　　）年目 23.4 27.5 18.3
ポスドクの時 21.1 23.2 18.3
高等教育機関以外の職に在職中 16.1 14.8 18.3
その他 11.9% 8.5% 12.9%  
１０．高等教育機関に常勤職として初めて就職した際の職位 
全体 社会科学系 理・工学系
教授（現在の所属大学） 0.0 0.0 0.0
准教授（現在の所属大学） 7.5 7.8 7.9
講師（現在の所属大学） 37.3 48.4 20.2
教授（現在の所属大学以外） 0.0 0.0 0.0
准教授（現在の所属大学以外） 0.4 0.8 0.0
講師（現在の所属大学以外） 11.6 12.5 9.0
助教 26.1 17.2 43.8




9) カイ二乗検定による。以下，表 2・3を除き同様。なお，表 2・3は平均値の差の検定による。 
10) 各サンプル数は，「純粋な公募だった」が 122 名（うち社会科学系 71 名，理・工学系 40 名），
「形式上は純粋な公募だったが採用の見込みがあった」が 39名（うち社会科学系 18名，理・






































The Relationship Between the Processes of Employing 
Faculty and Their Subsequent Educational and Research 
Activities at Low-prestige Universities
Koichi KUZUKI＊
　　This paper presents specific information about the process of employing faculty, and explores the 
relationship between the employment process and subsequent educational and research activities.  The 
ﬁndings are as follows.
　　Firstly, there are few in which the personnel affairs were purely open recruitment, and not a few in which 
the personnel affairs were not even formal open recruitment.  In addition, those who were employed by the 
purely open application procedures applied to more positions, and they had more peer-reviewed papers at the 
point of being employed.
　　Secondly, as for the relationship between the presence of peer-reviewed paper at the point of 
employment, and subsequent educational and research activities, those with fewer papers had lower research 
productivity as a whole.  And those with no paper did not work hard on educational activities as a whole than 
those with papers.
＊Associate Professor, Higher Education Center, Kagawa University
